
 

各 位

 

 

 

平成 27

日公表の実績に差異が生じました

 

 

１．平成

(1) 平成

 

(2) 差異

売上高は、リアルエステート事業において、不動産の売却

となりましたが、営業利益につきましては、リアルエステート事業において

また

の好調により、１億

経常利益及び四半期純利益につきましては、営業利益の増加があったものの、持分法投資損失

22 百万円（第１四半期

１億

 

２．その他

     本日現在、ゴルフ事業及び建設事業が

事業において見込んでいた利益を前倒し計上した為であるこ

等はございません。

                                           

前回発表予想

今回実績 

増減額 

増減率（％）

（ご参考） 

平成 27 年９月期

第２四半期累計期間実績

位 

 

27 年 11 月 13

日公表の実績に差異が生じました

平成 28 年９月期第２四半期累計期間

平成 28 年９月期

 

差異理由 

売上高は、リアルエステート事業において、不動産の売却

となりましたが、営業利益につきましては、リアルエステート事業において

また第３四半期に予定していた案件を当第２四半期に計上出来た

の好調により、１億

経常利益及び四半期純利益につきましては、営業利益の増加があったものの、持分法投資損失

百万円（第１四半期

１億 13 百万円の増加、四半期純利益が１億

 

その他の修正等 

本日現在、ゴルフ事業及び建設事業が

事業において見込んでいた利益を前倒し計上した為であるこ

等はございません。

                                           

  

前回発表予想 

 

増減率（％） 

 

年９月期 

第２四半期累計期間実績

 

平成 28

業績予想

13 日付当社「平成

日公表の実績に差異が生じました

年９月期第２四半期累計期間

年９月期第２四半期累計期間

売上高は、リアルエステート事業において、不動産の売却

となりましたが、営業利益につきましては、リアルエステート事業において

第３四半期に予定していた案件を当第２四半期に計上出来た

の好調により、１億 21 百万円の増加となりました。

経常利益及び四半期純利益につきましては、営業利益の増加があったものの、持分法投資損失

百万円（第１四半期 16 百万円、当第２四半期５百万円）等の影響でやや減少し、経常利益が

百万円の増加、四半期純利益が１億

 

本日現在、ゴルフ事業及び建設事業が

事業において見込んでいた利益を前倒し計上した為であるこ

等はございません。 

                                           

第２四半期累計期間実績 

 

28 年９月期第２四半期

業績予想と実績の差異

当社「平成 27 年９月期決算短信」

日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおり

年９月期第２四半期累計期間 連結業績予想数値と実績との差異

第２四半期累計期間

売上高は、リアルエステート事業において、不動産の売却

となりましたが、営業利益につきましては、リアルエステート事業において

第３四半期に予定していた案件を当第２四半期に計上出来た

百万円の増加となりました。

経常利益及び四半期純利益につきましては、営業利益の増加があったものの、持分法投資損失

百万円、当第２四半期５百万円）等の影響でやや減少し、経常利益が

百万円の増加、四半期純利益が１億

本日現在、ゴルフ事業及び建設事業が好調傾向にあるものの、増益の主要因がリアルエステート

事業において見込んでいた利益を前倒し計上した為であるこ

                                           

売上高 

2,151 

1,771 

△ 380 

△ 17.67 

1,424 

 

会 社 名 

代表者名 

 

問合せ先 

 

第２四半期

と実績の差異に関するお知らせ

年９月期決算短信」

、下記のとおり

記 

連結業績予想数値と実績との差異

第２四半期累計期間（平成 27 年

売上高は、リアルエステート事業において、不動産の売却

となりましたが、営業利益につきましては、リアルエステート事業において

第３四半期に予定していた案件を当第２四半期に計上出来た

百万円の増加となりました。

経常利益及び四半期純利益につきましては、営業利益の増加があったものの、持分法投資損失

百万円、当第２四半期５百万円）等の影響でやや減少し、経常利益が

百万円の増加、四半期純利益が１億 15 百万円の増加となりました。

好調傾向にあるものの、増益の主要因がリアルエステート

事業において見込んでいた利益を前倒し計上した為であるこ

                                           

営業利益 

△ 97

24

121

-

△ 117

 株式会社

 代 表 取 締 役 社

  （コード

 管 理 本 部

  （ T E L

第２四半期累計期間（連結）

に関するお知らせ

年９月期決算短信」にて発表いたしました業績予想と本

、下記のとおりお知らせいたします。

連結業績予想数値と実績との差異

年 10月１日～平成

売上高は、リアルエステート事業において、不動産の売却が予想に反し

となりましたが、営業利益につきましては、リアルエステート事業において

第３四半期に予定していた案件を当第２四半期に計上出来た

百万円の増加となりました。 

経常利益及び四半期純利益につきましては、営業利益の増加があったものの、持分法投資損失

百万円、当第２四半期５百万円）等の影響でやや減少し、経常利益が

百万円の増加となりました。

好調傾向にあるものの、増益の主要因がリアルエステート

事業において見込んでいた利益を前倒し計上した為であることから、

                                           

 経常利益

97 △

24 

121 

- 

7 △ 

平成

株式会社アジアゲート

代 表 取 締 役 社

（コード：1783 

管 理 本 部

T E L  0 3 -

（連結） 

に関するお知らせ 

にて発表いたしました業績予想と本

お知らせいたします。 

連結業績予想数値と実績との差異 

月１日～平成 28 年３

予想に反し、３億

となりましたが、営業利益につきましては、リアルエステート事業において手数料収入が増加し、

第３四半期に予定していた案件を当第２四半期に計上出来たこと及びゴルフ・リゾート事業

経常利益及び四半期純利益につきましては、営業利益の増加があったものの、持分法投資損失

百万円、当第２四半期５百万円）等の影響でやや減少し、経常利益が

百万円の増加となりました。

好調傾向にあるものの、増益の主要因がリアルエステート

とから、通期の業績予想数値の修正

                                           

経常利益 四半期

△ 97 

16 

113 

- 

 162 

平成 28 年５

アジアゲートホールディング

代 表 取 締 役 社 長 金 井

1783 ジャスダック

管 理 本 部 長 黒 澤

- 5 5 7 2 - 7

にて発表いたしました業績予想と本

 

３月 31 日） 

（単位：百万円）

、３億 80 百万円の減少

手数料収入が増加し、

ゴルフ・リゾート事業

経常利益及び四半期純利益につきましては、営業利益の増加があったものの、持分法投資損失

百万円、当第２四半期５百万円）等の影響でやや減少し、経常利益が

百万円の増加となりました。 

好調傾向にあるものの、増益の主要因がリアルエステート

通期の業績予想数値の修正

                                           

四半期純利益 
１株当たり

四半期純利益

△ 100 △２

15 

115 

- 

△ 158 △

 
５月 11 日 

ホールディングス 

金 井  壮 

ジャスダック） 

黒 澤  洋史 

7 8 4 8 ） 

にて発表いたしました業績予想と本

 

（単位：百万円） 

百万円の減少

手数料収入が増加し、

ゴルフ・リゾート事業

経常利益及び四半期純利益につきましては、営業利益の増加があったものの、持分法投資損失

百万円、当第２四半期５百万円）等の影響でやや減少し、経常利益が

好調傾向にあるものの、増益の主要因がリアルエステート

通期の業績予想数値の修正

                                           以上 

１株当たり 

四半期純利益 

△２円 37 銭 

０円 36 銭 

- 

- 

△３円 80 銭 


